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「水環境マップ 2.0」の展開に向けて

第２１回身近な水環境の全国一斉調査結果概要
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　市民や学校の子どもたちによる身近な川の一斉調

査は 1980 年代の半ばから、多摩川・荒川の流域

や霞ヶ浦・琵琶湖の流域など全国各地で行われてき

ました。しかし、調査の方法や項目などは必ずしも

統一されておらず、水質の測定精度も十分に保証さ

れていませんでした。このような多くの市民調査の

結果を有効に利用するためには統一的な調査マニュ

アルを作成し、測定精度の管理システムと全国各地

の結果を比較できるデータベースを確立することが

重要です。

　多くの市民や学校の子どもたちが統一的な調査マ

ニュアルにもとづき、身近な水環境を全国一斉で調査し、その結果をわかりやすいマップで表現することに

より、全国の状況が一目でわかり、身の回りの環境に関する市民の理解と関心がさらに深まることが期待さ

れます。

【身近な水環境の全国一斉調査のはじまりと１０年間のまとめが一冊の本になっています。】【身近な水環境の全国一斉調査のはじまりと１０年間のまとめが一冊の本になっています。】

　調査を実施するようになった社会的背景からどのようにして全国一斉調査が

はじまったのか。そして、どのように全国に広まったのか。これまでのデータ

のまとめも含めて身近な水環境の全国一斉調査が一冊の本になっています。身

近な水環境の全国一斉調査１０年の歩みがわかる「見る　知る　調べる水」（全

国環境研会誌事務局、2015）は全国水環境マップ実行委員会事務局から定価

1,500 円 ( 税込 ) 送料別で販売中です。

　「身近な水環境の全国一斉調査」は 2004 年 6 月に開始され、21 年間で延

べ 139,905 人を超える市民や学校の子どもたちが参加し、全国の調査した

水辺の延べ数はおよそ 114,821 地点です。今後もこの調査を継続することで、

水環境の保全に関する市民の意識が高まり、さらに多くの地点で調査されるこ

とが期待されます。

目的と意義 ～自分たちで調べて、 環境保全につなげよう～
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身近な水環境を簡単な方法を用い自ら調査することにより、 その実態を知ることができる。

統一的なマニュアルに基づき調査を行うことにより、 調査結果を相互に比較する際の精度が向上する。

身近な水環境の調査結果をすぐに知ることができる （行政による水質調査結果の公表はおよそ１年後である）。

また、 全国の結果も速報値として数か月後に知ることができる。

河川などの流域で、 多くの人たちが調査に参加することにより、 面的につながりのある結果が得られる。

同一条件で調査した身近な水環境と他の地点の結果を比較することにより、 身近な水環境の状態を評価できる。

身近な水環境を流域、 さらに広域の環境へ結びつけ、 水環境の保全を考えるきっかけとなる。

水の汚れの原因を調べ、 考えるきっかけとなる。

汚れの原因が明らかになれば、水環境を保全・修復するために、身近にできる実践活動に結びつけることができる。

調査に参加した多くの人たちと連携の意識をもつことができる。

子どもたちが調査に参加することにより、 100 年の眼で将来に活動を引き継ぐことができる。  

調査の概要

調査の手法

調査項目

調 査 日 ：

調 査 者 ：

調査内容・方法：

●気温・水温・試水水温

　一斉調査の調査票には、現地の気温・水温・試水水温と 3 種類の記入欄があります。現地の気

温と水温を記入することで、同一日に行なった各地の気温と水温の分布を全国規模で把握するこ

とが出来ます。また、パックテストでＣОＤを測定するためには試水水温が重要な要素であり、

試水水温を測定することでパックテストの反応時間を把握して、より正確な測定を実施すること

ができます。

■ＣＯＤ （化学的酸素要求量）

　ＣОＤ（Chemical Oxygen Demand の略称）は試水中にどのくらい酸化される物質、主として

有機物があるかを示すもので、水中の有機物量の目安となります。河川水の一般的なＣОＤの値

は、きれいな水で 1 − 2mgO/L 程度ですが、水が汚れるにつれて値が大きくなります。今回の調査

も同一のロット番号（製造番号）のパックテストを用いて、同一試料を 3 回測定し、その中央値

を採用することでより正確な測定値を得ることができます。

●採水およびＣＯＤ　の測定

　詳しい採水方法、測定方法は下の二次元コードよりご覧いただけます。

調査日：２０２４年６月２日 ( 日 ) を中心に実施

調査者：『全国水環境マップ実行委員会』のもと、河川の水質に関心の

ある市民団体や学校などが参加。

調査内容・方法：調査マニュアルに基づき、気温、水温のほか、パック

テストでＣОＤを測定。

※パックテストは、株式会社共立理化学研究所の登録商標です。

ハンディマニュアル _採水 ハンディマニュアル _測定

I Ⅱ調査の背景調査の背景調査の背景調査の背景 調査の実施手法調査の実施手法調査の実施手法調査の実施手法

1 身近な水環境の全国一斉調査２０２４／調査の背景 2身近な水環境の全国一斉調査２０２４／調査の実施手法



全国一斉調査諸データの推移
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団  体 地  点

2018年

●年別　参加団体及び調査地点数集計結果 作成：全国水環境マップ実行委員会

●海外データ

●一斉調査日実施状況

ただし調査団体数は同一団体が他都道府県に及んでいる場合重複カウントしている。
実団体数の数値が真値。

※2020年、2021年は新型コロナウイルス感染予防対策として、実施期間を延長しています。

都道府県名

国　名

中　国

韓　国

チェコ共和国

イギリス

インドネシア

実　施　年

団　体　数

地　点　数

実施年 

参加者総数 

小学生以下 

中学生以上の学生

大人 

−

6

−

−

2015年

地点数

−

−

−

−

2016年

地点数

−

−

−

−

2

2017年

地点数

2015年

9,561

2,026

1,133

6,305

2016年

7,061

1,927

771

4,245

2017年

6,944

1,690

667

4,498

2015年

428

2,749

2016年

345

1,951

2017年

411

2,418

−

10

−

−

−

2018年

地点数

2018年

6,797

1,725

690

4,295

2018年

388

2,615

●参加者記入票集計結果  

参加者記入票の人数は参加者からの記入されているとおりにカウントしている為、参加者総数と各年代の合計と必ずしも一致しません。 
       

参加者累計　136,905名
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255

1,472

調査結果の概要調査結果の概要調査結果の概要調査結果の概要Ⅲ

　皆さんに実施していただいた COD の調査結果を３つの色に分け、全国マップの上に表示しています。大きな特

徴としては６月の世界環境デーに実施していただくことを基準に、様々な事情により実施日がずれてしまうことを考
慮して概ね６月中の調査結果となっています。このように同時期に行った結果なので自身の行った調査地点以外の調

査結果と比較ができます。

　最近、申し込み時に調査の参加者から７月など調査日をずらして実施したいといった

声がありました。本調査では全国で一斉に調査した結果をマップに表すことも目的の一

つに挙げていますので、一斉調査日を基準に 6 月中の調査実施にご理解、ご協力ください。

　右の写真は実行委員の生野宜宏さんが本調査が始まったころに作製してくれた彫刻で

す。タイトルは「同じ空の下」です。パックテストとパックンを何人もの人の手で支え

て調査をしている様子が彫られています。タイトルのように北海道から沖縄まで、同じ

空の下、パックテストを手に身近な川を調べてみませんか。

全国で同じ空の下で一斉に行う調査

全国統一日

調査総数（全国）

調査総数（海外）

調　 査　 日：

参 加 団 体 数：

調 査 地 点 数：

期 　 　 　 間 ：

参 加 団 体 数：

地 点 総 数：

なし。

２０２４年６月２日 ( 日 )

２５５団体 ( 個人参加含む )

１,４７２地点

２０２４年５月１９日～７月１４日まで

５７８団体

４,４３３地点

調査のまとめ

ご寄附のお願い

　全国の調査地点は 4,433 地点と過去２番目に少ない結果となりました。申し込みの時点で、メー

ルの不具合による連絡のミスが発生したり、また、ある団体や個人の方からはご高齢により川まで

の移動等が困難になり、実施ができなくなってしまった。といった連絡も複数ありました。事務的な要因は今後システムの改善などいた

します。人的なことはうまく引き継ぐ方や団体などがあればよいのですが、なかなか難しく全国的な課題の一つとして挙げられます。

　COD の結果としては、0 ～ 3mg/L 未満の地点はおよそ 1,400 地点、全体の約 32%、 3 ～ 6mg/L 未満は約 47％、 6mg/L 以上は

約 21% となりました。なお、渇水等で採水できなかった地点は 28 地点でした。全国水質マップによりその分布の様子は確認できるの

でそちらをご覧ください。また、各地で独自の水質マップを作成していますので各ページの二次元コードもぜひご覧ください。

　本調査は現在、河川財団の河川基金の助成金のみで運営しています。

調査器材をメーカーの共立理化学研究所のご厚意で無償提供していただいているものの、年々値上

げする郵送費やデータ集計のための人件費などの工面が大変になっています。

実行委員会でも様々な提案をして対応していますが未だ成果にはつながっていません。

本調査にご支援をいただける方は下記の振込口座にお願いいたします。

ご寄付いただく皆さまへ　

郵便局備付けの用紙で振込みをしていただく場合、お手数ですが「寄付」又は「一斉調査寄付」とご記入ください。

なお、寄付金は、全国調査のデータ集計や郵送費等、本調査の運営に活用させていただきます。

金子 博 様、坂井京子様、NPO 法人十勝多自然ネット様、田中明子様、さとしょうエコクラブ様、ナルクびわこ南東様、浅川流域市民フォー

ラム様、沼田清様、NPO 法人関川水辺クラブ様、加古敏成様、NPO 法人荒川流域ネットワーク様、フジイヒトミ様、福澤るみ様、長瀬博文様、

田中尚司様、ながらまちづくり協議会様、村上久美子様、阿部政雄様、加藤功様、たがわ水辺を守る会様、鶴見川・水質チーム様、桂川

を愛する会様、高山櫻子様、株式会社積水化成品西部様、松山みち子様、野洲川に親しむ会様、神田川ネットワーク様、阿部孝男様、近

藤啓様、イデッチ様、神崎川を守るしろい八幡溜の会様、福永秦久様

多くの皆さまからのご寄付、ありがとうございました。

ご寄付をいただいた方々 ( 団体または個人のお名前 )　2023 年 9 月 16 日～ 2024 年 10 月 10 日　　　　　　
順不同　

郵便振替口座

口座名称　　　全国水環境マップ実行委員会

口座記号番号　00150-0-514970

記念シンポジウムの
YouTube は

こちらから

タイトル　同じ空の下
制作　生野宣宏さん

全国一斉調査諸データの推移
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26
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28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

北海道

青森県

岩手県

宮城県

秋田県

山形県

福島県

茨城県

栃木県

群馬県

埼玉県

千葉県

東京都

神奈川県

新潟県

富山県

石川県

福井県

山梨県

長野県

岐阜県

静岡県

愛知県

三重県

滋賀県

京都府

大阪府

兵庫県

奈良県

和歌山県

鳥取県

島根県

岡山県

広島県

山口県

徳島県

香川県

愛媛県

高知県

福岡県

佐賀県

長崎県

熊本県

大分県

宮崎県

鹿児島県

沖縄県

合計

実団体数

団  体 地  点

24

6

4

6

2

2

7

43

5

9

63

18

106

39

28

4

2

4

40

25

15

10

20

9

93

12

28

34

13

4

3

4

12

7

3

30

3

6

16

24

5

7

5

4

4

2

8

818

771

131

19

12

25

7

52

78

305

10

76

486

111

681

374

318

12

7

46

208

380

101

34

118

33

600

60

213

136

31

19

21

81

275

79

18

140

12

155

53

84

19

34

39

40

55

11

43

5,842
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5

2

6

2

2

8

40

6

9

64

16

100

37

25

6

6

3

39

22

16

12

26

10

87

11

24

33

10

5

2

3

10

9

4

23

2

5

14

22

5

4

5

2

5

3

10

785

750

131

17

6

29

5

52

48

286

11

81

399

221

608

385

269

15

12

43

196

303

42

27

132

48

547

54

188

136

22

14

3

31

249

62

17

85

10

145

84

76

20

12

35

11

44

12

47

5,270
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5

3

6

5

2

10

37

7

10

63

19

106

39

23

7

2

7

34

29

18

11

22

11

83

11

28

30

11

3

2

4

14

10

8

22

3

7

12

19

8

6

5

2

5

3

8

816

758

435

19

13

30

30

52

69

285

13

114

441

186

634

470

210

38

9

48

225

364

45

119

114

37

514

80

202

136

24

34

6

31

292

83

23

103

10

132

51

70

27

187

18

11

43

5

42

6,124

2015年

団  体 地  点

2016年

団  体 地  点

2017年

28

7

6

8

6

4

10

36

8

9

65

17

89

33

24

9

4

7

33

30

19

10

27

6

81

9

31

33

12

3

3

4

12

8

8

17

3

8

11

22

5

4

6

4

5

3

9

796

730

486

69

48

65

42

114

176

321

49

123

461

209

627

423

222

42

23

64

191

366

76

128

162

51

501

59

168

136

35

43

32

89

307

51

21

80

35

124

69

92

24

228

77

58

71

31

51

6,920

団  体 地  点

2018年

●年別　参加団体及び調査地点数集計結果 作成：全国水環境マップ実行委員会

●海外データ

●一斉調査日実施状況

ただし調査団体数は同一団体が他都道府県に及んでいる場合重複カウントしている。
実団体数の数値が真値。

※2020年、2021年は新型コロナウイルス感染予防対策として、実施期間を延長しています。

都道府県名

国　名

中　国

韓　国

チェコ共和国

イギリス

インドネシア

実　施　年

団　体　数

地　点　数

実施年 

参加者総数 

小学生以下 

中学生以上の学生

大人 

−

6

−

−

2015年

地点数

−

−

−

−

2016年

地点数

−

−

−

−

2

2017年

地点数

2015年

9,561

2,026

1,133

6,305

2016年

7,061

1,927

771

4,245

2017年

6,944

1,690

667

4,498

2015年

428

2,749

2016年

345

1,951

2017年

411

2,418

−

10

−

−

−

2018年

地点数

2018年

6,797

1,725

690

4,295

2018年

388

2,615

●参加者記入票集計結果  

参加者記入票の人数は参加者からの記入されているとおりにカウントしている為、参加者総数と各年代の合計と必ずしも一致しません。 
       

参加者累計　136,905名
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522
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16
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85

23
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24

15
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35
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6,241

団  体 地  点
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9

5
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3

7
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4

4

3

4

2

7

7
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72
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33

150

407

269
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413

212

32

57

74

110
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171

57

47
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15

41

17

41

320

53

38

61

19
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38
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7
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4
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9

8
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5
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5

4
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3

2

4

8
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655
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20
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33
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117

556

394

262

24

38

52

152

183

27

59

81

28

529

56

138

125

33

29

32

21

326

65

26

74

19

111

73

108

35

28

39

72

56

22

103

5,507

団  体 地  点

2021年

−

39

−

−

−

2019年

地点数

−

−

−

−

−

2020年

地点数

2019年

6,565

1,868

487

4,165

2020年

4,041

601

329

3,152

2019年

367

2,448

2020年

265

1,347

−

−
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−

−

2021年

地点数

2021年

5,238

937

274

3,919

2021年

296

1,578
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39

9

2

1

1
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5
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1
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2

8

4

2

4

6
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15
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21

6
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78
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11
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465
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599

631
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13

16

47

148

219

21

44

89

14

472

48

136

157

23

7

1

20

306

38

9

56

3

85

37
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17

3

42

37

46

81

45

5,183

団  体 地  点

2022年
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−

−

2022年

地点数

2022年
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1,070
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3,502

2022年
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2,035
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6
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16
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4

1

5
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16

7
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3
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9

42

5

5

6

4

2

4

9
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33

32

23

21
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94

329

25
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467

89

523

425

194

15

12

64

154

285

39

62

110

16

465

46
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153

21

11

11

38

328

55

16

45

22

83

59
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26

23

36

33
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15
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団  体 地  点
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−

−

2023年

地点数

2023年

5,163

1,028

377

3,734

2023年

364

1,845
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4
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2

3

7

33

6
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70

33

15

4

5

7

37

23

6

10

18

8

59

11

29

33

11

5

1

2

9

11

4

11

3

3

10

22

4

3

3

3

1

3

5

658

578

114

14

16

11

6

54

73

288

43

159

407

55

515

335

182

7

18

58

130

195

44

75

129

33

393

40

93

125

42

9

7

25

295

39

7

68

16

5

57

77

54

23

3

14

26

12

42

4,433

団  体 地  点

2024年

−

−

−

−

−

2024年

地点数

2024年

4,191

559

310

3,346

2024年

255

1,472
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■ COD 0〜3mgO/L未満

■ COD 3〜6mgO/L未満

■ COD 6mgO/L以上
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調査地点数と結果の推移

2004年（第１回）
総調査地点数　2,545地点

2005年（第2回）
総調査地点数　5,018地点

2006年（第3回）
総調査地点数　4,923地点

2007年（第4回）
総調査地点数　5,473地点

2008年（第5回）
総調査地点数　6,241地点

2009年（第6回）
総調査地点数　5,683地点

2010年（第7回）
総調査地点数　5,909地点

39％

46％

35％

37％

41％

28％

26％

26％

28％

29％

29％

29％

31％

35％

35％

26％

36％

34％

30％

41％

39％

2011年（第8回）
総調査地点数　5,660地点 32％ 36％ 32％

2012年（第9回）
総調査地点数　5,581地点 34％ 36％ 30％

2013年（第10回）
総調査地点数　5,397地点 32％ 35％ 33％

2014年（第11回）
総調査地点数　5,544地点 35％ 38％ 27％

2016年（第13回）
総調査地点数　5,268地点 24％ 38％ 38％

2017年（第14回）
総調査地点数　6,124地点

2018年（第15回）
総調査地点数　6,895地点

31％ 38％ 31％

28％ 43％ 29％

2019年（第16回）
総調査地点数　6,241地点 55％ 33％ 12％

2020年（第17回）
総調査地点数　5,924地点 48％ 40％ 12％

2022年（第19回）
総調査地点数　5,183地点

2021年（第18回）
総調査地点数　5,433地点

42％ 19％

2015年（第12回）
総調査地点数　5,842地点 37％ 37％ 26％

39％

36％ 16％48％

2023年（第20回）
総調査地点数　5,372地点 46％ 14％40％

2024年（第21回）
総調査地点数　4,433地点 47％ 21％32％

ＣＯＤ
０〜３

32％
ＣＯＤ
３〜６

47％

ＣＯＤ
６以上

21％

調査結果の概要調査結果の概要調査結果の概要調査結果の概要Ⅲ

20242024 全国水環境マップ全国水環境マップ

第 21回 身近な水環境の全国一斉調査結果身近な水環境の全国一斉調査結果

● COD 0 〜 3mgO/L 未満
● COD 3 〜 6mgO/L 未満 
● COD 6mgO/L 以上

凡 例
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調査地点数と結果の推移

2004年（第１回）
総調査地点数　2,545地点

2005年（第2回）
総調査地点数　5,018地点

2006年（第3回）
総調査地点数　4,923地点

2007年（第4回）
総調査地点数　5,473地点

2008年（第5回）
総調査地点数　6,241地点

2009年（第6回）
総調査地点数　5,683地点

2010年（第7回）
総調査地点数　5,909地点
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26％

36％
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41％

39％

2011年（第8回）
総調査地点数　5,660地点 32％ 36％ 32％

2012年（第9回）
総調査地点数　5,581地点 34％ 36％ 30％

2013年（第10回）
総調査地点数　5,397地点 32％ 35％ 33％

2014年（第11回）
総調査地点数　5,544地点 35％ 38％ 27％

2016年（第13回）
総調査地点数　5,268地点 24％ 38％ 38％

2017年（第14回）
総調査地点数　6,124地点

2018年（第15回）
総調査地点数　6,895地点

31％ 38％ 31％

28％ 43％ 29％

2019年（第16回）
総調査地点数　6,241地点 55％ 33％ 12％

2020年（第17回）
総調査地点数　5,924地点 48％ 40％ 12％

2022年（第19回）
総調査地点数　5,183地点

2021年（第18回）
総調査地点数　5,433地点

42％ 19％

2015年（第12回）
総調査地点数　5,842地点 37％ 37％ 26％

39％

36％ 16％48％

2023年（第20回）
総調査地点数　5,372地点 46％ 14％40％

2024年（第21回）
総調査地点数　4,433地点 47％ 21％32％

ＣＯＤ
０〜３

32％
ＣＯＤ
３〜６

47％

ＣＯＤ
６以上

21％

20042004 全国水環境マップ全国水環境マップ

第 1回
身近な水環境の全国一斉調査結果身近な水環境の全国一斉調査結果

水質調査の結果と分布水質調査の結果と分布

● COD 0 〜 3mgO/L 未満
● COD 3 〜 6mgO/L 未満 
● COD 6mgO/L 以上

凡 例

5 身近な水環境の全国一斉調査２０２４／調査結果の概要 6身近な水環境の全国一斉調査２０２４／調査結果の概要



N
N

十勝川水質マップ

NPO法人

十勝多自然ネット

各ブロックでの調査結果各ブロックでの調査結果各ブロックでの調査結果各ブロックでの調査結果Ⅳ

北海道地方北海道地方

参加者からの
コメント

・水量は例年通り、流れは穏やかで濁りもなく、散乱ゴミもほぼない。自然豊かな森の中

の川でトンボが多くいる。

・参加者が多かったことから、より多くの方に計測を体験して頂きたいと思い、C 地点で

5 回測定した。そのために 2 か所が 2 回の測定となっている。

・年度末に河畔林の伐採が行われた。全伐ではなく列状に残されており、好感が持てる。

河岸はクサヨシが繁茂。

N
N

十勝川水質マップ

NPO法人

十勝多自然ネット

東北地方東北地方

参加者からの
コメント　　　　　　　　　

・田んぼ沿いの川のため、水門の影響か、昨年に比べて流れが非常に緩やかであった。

・ヨシが多かった。バーベキューをしているグループがあった。

・パックンが新規登録団体のみ送付となっていましたがこれについては送付いただけると

ありがたかったです。昨年分は保管していなかったため。

凡 例 ● COD 0 〜 3mgO/L 未満
● COD 3 〜 6mgO/L 未満 
● COD 6mgO/L 以上

7 身近な水環境の全国一斉調査２０２４／各ブロックの調査結果 8身近な水環境の全国一斉調査２０２４／各ブロックの調査結果



N

N

山梨県内水質マップ

Yamanashiみずネット

富士川水系を中心に県内

の水質マップを表示

荒川水質マップ

NPO法人荒川流域

ネットワーク

多摩川水質マップ

美しい多摩川フォーラム

みずとみどり研究会

小笠原諸島

伊豆諸島

各ブロックでの調査結果各ブロックでの調査結果各ブロックでの調査結果各ブロックでの調査結果Ⅳ

関東地方関東地方

参加者からの
コメント

・近所の方から、水質調査ですかと声掛け頂く。

・子どもがあそんでいる。流量調査を手伝ってもらう。ナミアメンボ。ギシギシ、サンカ

クイ有り。子どもが魚取をしている。

・雨が降った後でゴミは殆ど無い。流されたのだろう。プラゴミは少なめ。それでも吸い

殻が落ちている。タバコの吸い殻がプラスチックでマイクロプラスチックになる事を知っ

て欲しい。

・近くに住む人から「今年はアユを見かけない」との声あり。「昔は上流に牧場があって、

糞尿が流され汚かった」とも。

N

N

山梨県内水質マップ

Yamanashiみずネット

富士川水系を中心に県内

の水質マップを表示

荒川水質マップ

NPO法人荒川流域

ネットワーク

多摩川水質マップ

美しい多摩川フォーラム

みずとみどり研究会

小笠原諸島

伊豆諸島

北陸地方北陸地方

参加者からの
コメント

・毎年大雨で河原の地形が変わるため本流での採水を意識している。生活ごみ等は見当た

らないが流木等はたくさんある。

・水量は多い。流れは緩やか。濁っている。ごみなし。

・雨により全体に濁りが多かった。今年川ごみは無かった

・調査できそうな川がありません。草が茂っていたり川の近くも川まで行く道も難しさを

感じます。

凡 例 ● COD 0 〜 3mgO/L 未満
● COD 3 〜 6mgO/L 未満 
● COD 6mgO/L 以上

9 身近な水環境の全国一斉調査２０２４／各ブロックの調査結果 10身近な水環境の全国一斉調査２０２４／各ブロックの調査結果



N
N

長野県水質マップ

信州水環境マップ

・ネットワーク

各ブロックでの調査結果各ブロックでの調査結果各ブロックでの調査結果各ブロックでの調査結果Ⅳ

中部地方中部地方

参加者からの
コメント

・湧水量が多い。川の流れが早い。ポイ捨てのごみも多い。アレチウリ有。毎年生きもの

観察会をしている。

・においなし。ごみ歩くより少し遅い流速の中、小枝の流木 3本。水の色、黄灰色。

・天気予報雷雨なので早めに実施。9時に大雨。河川工事中流れに変化あり。

・豪雨のあとだからかゴミがあまりない。上流の護岸工事完成。川底に人工的な段差を設

けておしゃれにしている。

N
N

長野県水質マップ

信州水環境マップ

・ネットワーク

近畿地方近畿地方

参加者からの
コメント

・今回、3名の女性会員の参加があり、まず、測定方法のレクチャーからはじめ、慎重に実施。

生物調査も興味津々という感がありました。

・晴天が続き水量少なく、流れは狭くなっているところで採水。先週は雨が多かったので

プラごみも少なく、小さなものが草や木が引っかかっている程度。

・毎年定期的に清掃や外来種駆除を行っている。環境維持されてる。

凡 例 ● COD 0 〜 3mgO/L 未満
● COD 3 〜 6mgO/L 未満 
● COD 6mgO/L 以上

11 身近な水環境の全国一斉調査２０２４／各ブロックの調査結果 12身近な水環境の全国一斉調査２０２４／各ブロックの調査結果



N

N

旭川流域水質マップ

旭川流域ネットワークの調
査結果は、GoogleMAPで
公開されています。レイヤ
ーを切り替えて、COD、
pH、NO2-N、電気伝導
度、水温を見ることができ
ます。

各ブロックでの調査結果各ブロックでの調査結果各ブロックでの調査結果各ブロックでの調査結果Ⅳ

中国地方中国地方

参加者からの
コメント

・今後も、ライフベストの購入を提言。未実施。（調査員は高齢者が多い為）

・耕作による濁りや浮遊ごみ（刈られた植物片等）が少なくなった。

・市民ぐるみの日常活動の一環として取り組めるように位置づけたらどうかという意見も

生まれてきました。継続して取り組んで行きたいと考えています。

N

N

旭川流域水質マップ

旭川流域ネットワークの調
査結果は、GoogleMAPで
公開されています。レイヤ
ーを切り替えて、COD、
pH、NO2-N、電気伝導
度、水温を見ることができ
ます。

四国地方四国地方

参加者からの
コメント

・草などの漂着物あり。流れ穏やか。川岸にごみ。家庭散乱ごみ。漂着した花が着床し、

たくさん開花。ウチワサボテンなど。

・キャンパー・サウナー川の畔でサウナをする人を見かけるようになった。ペットボトル

や弁当などのポイ捨てが目についた。

・キャンプしたり、水遊びしたり、バーベキューする人が多いと思われるが、ゴミが全く

ない。

凡 例 ● COD 0 〜 3mgO/L 未満
● COD 3 〜 6mgO/L 未満 
● COD 6mgO/L 以上

13 身近な水環境の全国一斉調査２０２４／各ブロックの調査結果 14身近な水環境の全国一斉調査２０２４／各ブロックの調査結果



N

北
海
道
地
方

東
北
地
方

対馬

沖永良部島　沖縄島

南西諸島

先島諸島

本調査がスタートして20年が経ちました。今年の調査にご参加いただいた皆さまには特別企画として「調査地点・調
査河川の昔・今」にもご協力いただき写真やコメントを送っていただきました。多くの皆さまからのご協力、ありがとう
ございました。わずかですがX（旧ツイッター）でのツイートもありました。

こちらはほんの一部ですが掲載させてい
ただき、ホームページにはお送りいただいた
全ての記録を掲載しています。ぜひこちらも
ご覧ください。

各ブロックでの調査結果各ブロックでの調査結果各ブロックでの調査結果各ブロックでの調査結果Ⅳ

九州・沖縄地方九州・沖縄地方

参加者からの
コメント

・約 80 ㎝上流の可動堰が閉じられており、水量が少ない。濁りなし。慣れてきたのかデー

タにバラツキなし。

・ホタルの発生（飛翔）が早くなっている。温暖化の影響なのでしょうか？

・両岸土手の林が育って川が見えにくい。特に下流は水面がほとんど見えない。缶、ビニー

ル、ホースなどゴミあり。水が澄んでいる割に COD が高い。

凡 例 ● COD 0 〜 3mgO/L 未満
● COD 3 〜 6mgO/L 未満 
● COD 6mgO/L 以上

Ⅴ「水環境マップ 2.0」の展開に向けて「水環境マップ 2.0」の展開に向けて「水環境マップ 2.0」の展開に向けて「水環境マップ 2.0」の展開に向けて

「身近な水環境の全国一斉調査」へ参加した皆さんに
「水環境マップ２．０」の展開に向けた提案

市民参加型調査活動である「身近な水環境の全国一斉調査」は国内最大規模のネットワーク活動であり、簡易的な

水質調査手法を通じて水辺環境に関心を持つ国内各地の市民らをつないでいます。本調査に参加されている方々から、

身近な水辺で目にしているプラスチックごみについての言及が度々ありました。

水辺のごみ問題はかねてから指摘されてきたことですが、とくに近年は「マイクロプラスチック」が新たな水質課

題として生じてきました。マイクロプラスチックは、洗顔剤などにもともと添加されていたものや多種多様なプラス

チック製品が環境中に拡散され微細化したもので、生物や人体への影響が懸念されています。この問題に取組むため、

2015 年に国内各地の川ごみ問題に関わる市民らにより「全国川ごみネットワーク」※ 1が設立されました。

一方、「健全（身近）な水環境」の視点の一つに「水質汚濁に係る環境基準」があります。これは、１９７０年代

に公共用水域の水質汚濁に係る環境基準を、人の健康の保護および生活環境の保全に関して、水域ごとに類型化して

生物化学的酸素要求量 (BOD) や溶存酸素量 (DO) の数値を定めたものです。

水質汚濁問題が改善していくなかで、とくに良好な水辺環境を求める流域市民らの声や自然災害時における生活用

水等の確保、生物多様性の保全や流域治水などの多様な課題への対処も求められている時代になってきました。また、

健全（身近）な水環境をめぐる新たなる課題は、一方で持続可能な地域社会を維持していくことにもつながっています。

そこで、「身近な水環境の全国一斉調査」へ参加している一部の団体においては、「全国川ごみネットワーク」の活

動にも参加されていることもあり、本調査結果概要の中で「水環境マップ２．０」※２の展開に向けた提案をさせて

いただきました。

ここでいう「水環境マップ２．０」の基本的な考え方は以下のとおりです。

✓身近に求められる「健全な水環境」とはどのような状態なのか、改めて流域全体を俯瞰して考えるきっかけになる

こと

✓川に関わる人を増やしたい、川（水辺）の現場に行く機会となる市民参加型調査に参加してもらうきっかけになる

こと

✓流域毎に「健全な水環境」を探っていく社会的な運動でもあること

✓流域市民、団体と河川管理者等が協働で作成し、流域環境を見守る体制が強化されること

✓全国の流域で作成されている「河川ごみマップ」を改訂していく際の一助となること

参考までに、２０２４年、「水環境マップ２．０」の検討を進める中で関係者による「意見交換会」を重ねて作成し

た「河川ごとの水環境マップ２．０」のイメージマップをＰ１７－１８に掲載させていただきました。今後、本資料

を参考としていただき、皆さま方のそれぞれの流域単位で個性ある「水環境マップ２．０」が、多様な関係者の協働

による取り組みが展開されていかれますよう提案させていただきます。

※ 1 全国川ごみネットワーク ※ 2ＮＰＯ法人パートナーシップオフィス
　2024 年度河川基金事業

検討経緯などについての問合せは
https://npo-po.net/cntct にご連絡ください。

15 身近な水環境の全国一斉調査 2024／各ブロックの調査結果 16身近な水環境の全国一斉調査 2024／ 「水環境マップ2.0」 の展開について
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〇〇水辺の楽校
子どもが安全に水辺に近づけ、環境学習や地
域交流などの活動を推進する水辺を「水辺の
楽校」として国土交通省に登録しています。
　〇〇水辺の楽校では、魚・カニさがしなど
毎月イベントを開催しています。要申込。

粗大ごみ多い粗大ごみ多い

生活ごみ多い生活ごみ多い

レジャーごみ多いレジャーごみ多い

粗大ごみ多い粗大ごみ多い
道路からの道路からの

投げ捨てごみ多い投げ捨てごみ多い

流入水路からのごみ流入水路からのごみ

ヨシ原
水辺のヨシ原には多くの生きもの
が生息しています。
　春にはオオヨシキリのさえずり
も聞こえます。

湿地再生地
保水機能を高めます。

A公園
川と街が一帯となった
地域の賑わい。

〇〇自然地
川へ通じる水路沿いでは、四
季折々の自然を楽しめます。
　粗大ごみによって、景観を
損ねるだけなく、土壌にも悪
影響を及ぼしている。

桜並木

湧水群
〇〇市△近くでは、水が湧き出る場所
が複数あります。（そのままでは飲めな
いものも多いので注意ください）

B公園
常時には洪水調整機能を備えた
多目的遊水地として機能する。

〇〇川クリーン大作戦
例年10月第3日曜日に開催。
お問合せ：〇〇市役所〇〇課
TEL：0000-OOO-0000
　202X年〇〇川クリーン大作戦で
は、約2,500人が参加し、約1,800
mを清掃。
　ペットボトル4袋（約120本）、可
燃ごみ15袋、不燃ごみ10袋を回収
（45リットル）。

〇〇川春のクリーン作戦
例年6月第2日曜日に開催。
お問合せ：〇〇市役所〇〇課
TEL：0000-OOO-0000

〇〇川クリーン大作戦
例年10月第3日曜日に開催。
お問合せ：〇〇市役所〇〇課
TEL：0000-OOO-0000

〇〇川△地区春の清掃活動
毎年4月に△地区で開催。
お問合せ：△事務所
TEL：0000-OOO-0000

〇〇清掃活動
　〇〇市、〇〇市は、ボランティアの清
掃活動に、ごみ袋を提供しています。ご
み回収については、事前に相談します。

〇〇〇〇
町から集まったマイクロプラスチックが川で多
く検出されています。
　ポリ袋や容器包装などのプラスチックが紫外
線や水流などで細かくなっています。
　徐放性の被覆肥料カプセルや人工芝や足ふき
マットの破片もたくさん流出しています。

ごみは持ち帰り
自分で出したごみは
責任もって片付けよう！

※マイクロプラスチックとは、5mm未満の
　プラスチック片のことを呼びます。

〇〇運動グランド

〇〇清掃活動
　〇〇市、〇〇市は、ボランティアの清
掃活動に、ごみ袋を提供しています。ご
み回収については、事前に相談します。

〇〇調節池
大雨の時に、一時的に
水を貯め、下流の氾濫
を防ぎます。

生活ごみ多い生活ごみ多い

〇〇川水環境マップ2.0  202X年版

　　　　　　　　　　　　　　市民参加型調査は、誰でも参加できます。
　　　　　　　　　　　　　　自ら調べることによりその実態を知ることができます。
水環境の状態を評価し合い、さらに流域の環境へ目を向け、水環境の保全を考えるきっかけづくりにつながります。
（時期が限られていたり、申込必要なものもありますので問合せをして参加してみませんか）

遊んで 　 学んで 　 参加して！

参加しよう！

身近な水環境の全国一斉調査
市民が、6月の一斉調査日に、全国の水辺（約

5,000地点）で水質調査を行って

います。〇年度の調査結果です。

お問合せ：XXX-XXX-XXXX

水辺のごみ見っけ！
（全国水辺のごみ調査）

水辺でペットボトルなどの散乱ごみの個数調

査を行っています。

〇年度の結果です。

気軽に参加できます。

水辺のごみを拾おう！
日時と場所などを主催者に問合せて

参加しましょう！

水質調査 0～3
未満

3～6
未満

6以上

COD
（mgO/L）

水辺の
ごみ見っけ！

0本 1～4本 5本以上

ペットボトル
個数

市民参加可能の
清掃活動実施場所

〇〇川防災ミニ情報

流域治水×グリーンインフラ

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇
〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇
〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇
〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇
〇〇〇〇〇〇〇〇
〇〇〇〇〇〇〇〇
〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇
〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇
〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇
〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇
〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇
〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

川ごみミニ情報

■投棄件数の推移

■種類別のごみの割合（2023年425件）
その他 5%

粗大ごみ
28%

車両系 11%
家電製品 12%

生活ごみ

生活ごみ
44%

2021年

2022年

2023年

280

205

185

95

62

52

75

50

48

210

155

120

38

30

20

家電製品 車両系
粗大ごみ その他

ごみ拾い
サポートアプリ
〇〇ごみゼロ
〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇
〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇
〇〇〇〇〇〇〇

水質ミニ情報
■身近な水環境の全国一斉調査の結果（2023年）

COD
0～3

全国
調査地点：5372

COD
3～6

COD
0～3

COD
3～6 COD

6以上

COD
6以上

〇〇川
調査地点：21

※調査地の場所の偏りによって、結果は異なりますので、
　川全体の結果を示しているものではありません。

COD：mgO/L

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇
〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇
〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇
〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇
〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇
〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

とい

地表浸透ます
浸透管

地下へ

雨水浸透ます

防災と環境
〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇
〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇
〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇
〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇
〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇
〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇
〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

公益財団法人河川財団による
河川基金の助成を受けています

川のめぐみ
〇〇〇〇〇〇〇〇
〇〇〇〇〇〇〇〇

17 身近な水環境の全国一斉調査 2024／ 「水環境マップ2.0」 の展開に向けて 18身近な水環境の全国一斉調査 2024／ 「水環境マップ2.0」 の展開に向けて
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新河岸川水系水環境連絡会

東久留米ホタルを呼びもどす会

和光自然環境を守る会

川づくり清瀬の会

NPO法人　エコシティ志木

白子川源流・水辺の会

生活クラブ生協所沢東支部

埼玉西部・土と水と空気を守る会

自由学園

明法中学高等学校　科学部

NPO法人　荒川流域ネットワーク

浅川流域市民フォーラム

八王子ランドマーク研究会

八王子中央地区環境市民会議

八王子市東南部環境市民会議

程久保川を考える会

個人参加

八王子西南地区環境市民会議

(公社)東京都山岳連盟自然保護委員会

羽村・水と緑の会 

東京環境工科専門学校　増穂班

林・宮島ファミリーズ

国分寺みずっこクラブ＆国分寺地下水の会

東京都市大学　小堀・ 咸研究室

ＮＰＯ法人新潟水辺の会
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諏訪湖クラブ
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椹野川観察会

地蔵橋駅前町内会環境委員会

徳島市市民環境部環境保全課

ガールスカウト徳島第9団

ガールスカウト徳島第7団

ＮＰＯ法人仁淀川お宝探偵団

リュウキュウアユを蘇生させる会

21年参加(結果提出)団体（合計65団体）個人参加1名を含む

10年以上の参加団体（今年度参加をした上記以外の団体）274団体（内個人16名）
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北海道函館水産高等学校
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株式会社 積水化成品北海道 SKG

株式会社 積水化成品北海道 釧路工場 SKG

十勝川中流部市民協働会議

北海道パナソニック・ファミリー会

HEP21エコクラブ　JEC

NPO法人水辺の楽校まべち

奥入瀬川クリーン対策協議会

（公財）みやぎ・環境とくらし・ネットワーク（MELON）水部会

あきた緑の少年団

能代市こども環境探偵団

NPO法人パートナーシップオフィス

夢ほたる・こおり

西郷くらしの会

阿賀川・川の達人の会

夏井川流域の会

みどりの会

龍ヶ崎市民環境会議　水・大気環境部会

茨城県山岳連盟自然保護委員会

株式会社積水化成品関東 SKG

㈱積水化成品関東　下館製造グループ SKG

茨城県霞ヶ浦環境科学センター　パートナー(研修グループ)有志

株式会社 積水化成品ウレタン SKG

パナソニック松愛会栃木支部

城沼を考える市民会議

ＮＰＯ法人新田環境みらいの会

㈱積水化成品群馬 SKG

粕川町環境改善グループ

前橋育英高校　科学部

北川かっぱの会

白子川流域の水環境をよくする会

東久留米ほとけどじょうを守る会

所沢北高校化学部

不老川流域川づくり市民の会

生活クラブ生協狭山支部

NPO法人　空堀川に清流を取り戻す会

柳瀬川をきれいにする会

空堀川を考える会
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川クラブ

鴻巣の環境を考える会

霞川くらしの楽校

川の博物館ボランティアの会

もりんど

さいたま市リバーキーパーズ

高麗川ふるさとの会

生活クラブ生協日高支部

かわごえ環境ネット

育てる会

市ノ川エコクラブ

荒川の自然を守る会

鶴ヶ島の自然を守る会

熊谷の環境を考える連絡協議会

生活クラブ生協寄居支部

東洋大学

与野・水と緑の会

小畦の会

NPO法人さやま環境市民ネットワーク

白岡町観光協会水辺の里親会

市野川水系in滑川町

ふきあげ環境フォーラム

比企の川づくり協議会

桂川を愛する会

カヌークラブかわせみ

ぬく森エコクラブ　JEC

二重川に親しむ会

㈱積水化成品東部　佐倉工場 SKG 

湘南積水工業株式会社 SKG

多摩市水辺の楽校

日野市環境共生部　緑と清流課

浅川潤徳水辺の楽校

八王子市西部地区環境市民会議

八王子東部地区環境市民会議

NPO法人環境活動センター八王子

公益社団法人　全国上下水道コンサルタント協会

府中かんきょう市民の会

福生水辺の楽校運営協議会

あおばく・川を楽しむ会

神田川ネットワーク

北区水辺の会

美しい多摩川フォーラム

法政大学水文地理学研究室

地域活動団体　境川緑のルネッサンス

パックテスト共の会

日野市民環境大学ＯＢ会・上野

日野市民環境大学ＯＢ会・坂井

日野市民環境大学ＯＢ会・原田

桂川・相模川流域協議会

さむかわエコネット

帝京科学大学

鶴見川・水質チーム

CCたかつ

国土交通省　関東地方整備局　京浜河川事務所

まいおか水と緑の会

神奈川県山岳連盟自然保護委員会

NPO法人　多摩川エコミュージアム

水辺愛護会　帷子川はふるさとの川の会

若葉台連合自治会　生活環境部

辻堂ゴミゼロクラブ

笹下川再生プロジェクト

金目川水系流域ネットワーク

大井まちづくりコミュニテイ研究会

NPO法人ねっとわーく福島潟

NPO法人関川水辺クラブ

新潟市民大学講座

新潟県西蒲原土地改良区

越後新川まちおこしの会

西川を創る会

エコクラブ　サンダーバード

ガッテンプロジェクト

にいがた里山研究会

日本ｼｲｴﾑｹｲ株式会社　蒲原工場

みずはく地域学芸員

常願寺川の清流と桜を愛する会

「美川自然人クラブ」

若月ファミリー

まちづくり時習塾

富士川ファンクラブ・市川大門地区

富士川ファンクラブ・南部地区

富士川ファンクラブ・身延地区

みずねっと・おもがわ

松田(悟)グループ

みずすまし

富士川ファンクラブ・増穂地区

小松ファミリー

八ヶ岳野鳥クラブ

計画課チーム（甲府河川国道事務所）

富士川ファンクラブ・中富地区

富士川ファンクラブ・三珠地区

山田ファミリー

豊富 蛍の里づくりの会

イデッチ

国土交通省甲府河川国道事務所　富士川下流出張所

大月小松ファミリー

生活クラブ生活協同組合（山梨）

下諏訪町諏訪湖浄化推進連絡協議会

千曲川水生昆虫研究会

飯水自然調査研究委員会

軽井沢水楽会

湯川　水の会

エコラボ クラブ

長野市水環境研究サークル

グリーンヒル友の会

NPO法人長良川環境ﾚﾝｼﾞｬｰ協会

磐田市竜洋テニススポーツ少年団

尾張西部生態系ネットワーク　T・海部野川

NPO法人　環境研究所豊明

あしよくらぶ

天白・川辺の楽校

鯱城・堀川と生活を考える会

豊川リバーウォーク委員会

株式会社積水化成品中部　春日井工場 SKG

NPO法人 蒲生野考現倶楽部

NPO法人瀬田川リバプレ隊

野洲川に親しむ会

湖南流域環境保全協議会

草津塾

栗東市役所

NPO法人環境を考える会

滋賀県南部環境事務所

NPO法人琵琶湖ネット草津

琵琶湖の水と地域の環境を守る会

鹿深の里　甲賀流域環境保全協議会

野洲川を愛する会

甲南高校　バイオとかがく系列 with 杣川と親しむ会

滋賀県企業庁水口浄水場

東近江環境保全ネットワーク

八幡堀を守る会

環境フォーラム湖東

彦根市環境保全指導員連絡会議

パナソニック㈱くらしアプライアンス社ランドリー・クリーナー事業部八日市総務・環境課

人と自然を守る会

大津市

膳所南部の川を美しくする会

天神川を美しくする会

長等の川を美しくする会

三田川をきれいにする会

千丈川を守る会

藤ノ木川を美しくする会

多羅川を愛する会

盛越川上流を美しくする会

相模川を美しくする会

長浜市びわ水環境 

 ㈱積水化成品滋賀 SKG

木津川市こどもエコクラブ JEC

西京極こどもエコクラブ

アクアフレンズ

ガールスカウト大阪府第21団

おおさかパルコープ　区らし創造委員会

CFKお魚の会

ＮＰＯ法人大阪府環境協会

清水一東町会 

アイラブ城北川実行委員会

パナソニックエコリレージャパン（事務局）

日本武道玉谷道場スポーツ少年団　JEC

丹波佐治川自然の会

水環境ネット出石

 北はりま田園空間博物館

六方めだか公園

武庫川づくりと流域連携を進める会

ユニトピアささやま

白陵中学校・高等学校　生物部

パナソニックエナジー労働組合加西支部

株式会社積水化成品関西　加西工場　SKG 

株式会社　積水化成品関西　神戸工場 SKG

日本陸水学会近畿支部会

特定非営利活動法人「関西環境とインフラを考える会」

株式会社 積水化成品天理 SKG

株式会社積水化成品関西　名阪小倉工場SKG

日高川町水道協会

児島湖流域エコウェブ

さとしょうエコクラブ　JEC

積水化成品天理　岡山製造部 SKG

岡山市京山地区ＥＳＤ・ＳＤＧｓ推進協議会

芦田川環境マネジメントセンター

株式会社　積水化成品西部 三原工場　SKG

株式会社積水化成品山口　北広島工場 SKG

パナソニック松愛会　西中国支部  H.O

㈱積水化成品西部防府工場　SKG

水土里ネット　芳崎

脇ライオンズクラブ

株式会社積水化成品西部鳴門工場　SKG

土器川生物研究会

カワセミ

ＰＨＣ労働組合　本部

公益財団法人四万十川財団

NPO法人YASU海の駅クラブ

横倉山自然の森博物館友の会「フォレストクラブ」

田の口の環境を考える会

水の会

NPO法人遠賀川流域住民の会

田川ふるさと川づくり交流会

遠賀川いかだフェスタ実行委員会

響みどりの会

笹尾川水辺の楽校

龍王・山・里・川の会

矢部川をつなぐ会

株式会社　積水化成品九州　豊前工場 SKG

パナソニック松愛会九州支部　H.N

NPO法人技術交流フォーラム

リルーグリーンクラブ2

株式会社　積水化成品西部　熊本工場SKG

「ななせ交流会」

積水化成品大分SKG

NPO法人大淀川流域ネットワーク

おおすみ自然環境フォーラム

石垣島エコツーリズム協会

アンパルの自然を守る会

アヤミハビル館　よなかまクラブ

実 行 委 員

役　　割

実行委員長

実行委員

実行委員

実行委員

実行委員

実行委員

実行委員

実行委員

実行委員

実行委員

実行委員

実行委員

実行委員

実行委員

実行委員

実行委員

氏　　名

風間ふたば

野村　直也

金子　　博

和田　哲男

渡邉　　勇

小倉　　明

小寺　浩二

諏訪　祥子

今村　和志

沼田　　清

古川　道夫

井阪　尚司

竹原　和夫

生野　宜宏

鈴木　祥広

小野　朋典

　　　　　　

団　　体　　名

Yamanashiみずネット

NPO法人十勝多自然ネット

NPO法人パートナーシップオフィス

一般社団法人霞ケ浦市民協会

NPO法人荒川流域ネットワーク

新河岸川水系水環境連絡会

NPO法人地域環境科学研究会

浅川流域市民フォーラム

NPO法人荒川クリーンエイド・フォーラム

信州水環境マップ・ネットワーク

認定NPO法人びわこ豊穣の郷

NPO法人蒲生野考現倶楽部

旭川流域ネットワーク

NPO法人仁淀川お宝探偵団

NPO法人大淀川流域ネットワーク

リュウキュウアユを蘇生させる会

都道府県

山梨県

北海道

山形県

茨城県

埼玉県

埼玉県

東京都

東京都

東京都

長野県

滋賀県

滋賀県

岡山県

高知県

宮崎県

沖縄県

　　T　E　L 　　　　　　　E - m a i l

055-220-8193　 kagerou@ymizunet.org

0155-22-7511 nomura_n@arc-corporation.co.jp

0234-26-2381　 npo-po@nifty.com

029-821-0552　 kcajimukyoku@dream.com

0428-31-7978 nabe0133@t-net.ne.jp

090-3570-7715 99mamagari@googlegroups.com

090-7253-7380 Kodera6106@gmail.com

042-621-1779　 hamukurosachiko@gmail.com

03-3654-7240　 renraku@cleanaid.jp

0267-32-8608 ecolabo@rondo.ocn.ne.jp

077-583-8686　 houjyounosato@lake-biwa.net

090-2012-2386 isaka178@icloud.com

090-1181-1090 okakawa2@yahoo.co.jp

090-1172-6994 shono@niyodoriver.com 

0985-78-2655　 info@oyodo-river.org

090-1341-1847　 ryukyuayuono@gmail.com

顧　問小倉　紀雄 みずとみどり研究会 東京都 042-327-3169 mizutomidoriken@ybb.ne.jp

氏　　名

菅谷　輝美

高橋　克彦

本間　君枝

森本　洋一

佐山　公一

小堀　洋美

咸　　泳植

新屋　孝文

阿河　一穂

木村ほのか

嶋崎　明寛

紺野　晶裕

新津　雅美

吉野　英夫

山本　嘉昭

岡内俊太郎

南雲千寿奈

上田　　実

樋口　柚里

オブザーバー

事 務 局

※委員は、2024年10月15日現在

「パナソニック エコリレー ジャパン」は、

日本国内のパナソニックグループの会社、労働組合、退職者会が

「One Panasonic」として三位一体で運営する組織です。持続可能な

社会への貢献を目指して、地域社会と共に「森林」「緑地」「水」を

中心とした生物多様性保全、里山保全につながる活動、自然教育活動

などに取り組んでいます。

特に「水を守る」活動として、「身近な水環境の全国一斉調査」を

はじめ、「河川・海岸清掃」や「ヨシ刈り」「外来種水生植物駆除」

など、関係団体と連携し、積極的に行なっています。

パナソニック エコリレー ジャパン 　事務局  Email : ecorelay.j@kk.jp.panasonic.com  

URL : https://holdings.panasonic/jp/corporate/sustainability/citizenship/ecorelayjapan.html　
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北海道

山形県

茨城県

茨城県

茨城県

茨城県

茨城県

茨城県

茨城県

茨城県

茨城県

茨城県

茨城県

茨城県

茨城県

茨城県

茨城県

茨城県

茨城県

茨城県

茨城県

茨城県

茨城県

茨城県

茨城県

埼玉県

東京都

埼玉県

東京都

埼玉県

東京都

埼玉県

埼玉県

東京都

東京都

埼玉県

東京都

東京都

東京都

東京都

東京都

東京都

東京都

東京都

東京都

東京都

東京都

東京都

神奈川県

新潟県

福井県

山梨県

山梨県

長野県

静岡県

滋賀県

京都府

岡山県

山口県

徳島県

徳島県

徳島県

徳島県

高知県

沖縄県

NPO法人十勝多自然ネット

美しい山形・最上川フォーラム

一般社団法人 霞ヶ浦市民協会

国土交通省　霞ヶ浦河川事務所

石岡市

龍ヶ崎市

牛久市

つくば市

鹿嶋市

潮来市

稲敷市

筑西市

かすみがうら市

茨城町

小美玉市

笠間市

鉾田市

神栖市

行方市 

美浦村

阿見町

河内町

桜川市

利根町

土浦市

新河岸川水系水環境連絡会

東久留米ホタルを呼びもどす会

和光自然環境を守る会

川づくり清瀬の会

NPO法人　エコシティ志木

白子川源流・水辺の会

生活クラブ生協所沢東支部

埼玉西部・土と水と空気を守る会

自由学園

明法中学高等学校　科学部

NPO法人　荒川流域ネットワーク

浅川流域市民フォーラム

八王子ランドマーク研究会

八王子中央地区環境市民会議

八王子市東南部環境市民会議

程久保川を考える会

個人参加

八王子西南地区環境市民会議

(公社)東京都山岳連盟自然保護委員会

羽村・水と緑の会 

東京環境工科専門学校　増穂班

林・宮島ファミリーズ

国分寺みずっこクラブ＆国分寺地下水の会

東京都市大学　小堀・ 咸研究室

ＮＰＯ法人新潟水辺の会

大野の水環境ネットワーク

Ｙａｍａｎａｓｈｉみずネット

富士川ファンクラブ

諏訪湖クラブ

三島ゆうすい会

認定NPO法人びわこ豊穣の郷

相楽環境委員会

旭川流域ﾈｯﾄﾜｰｸ

椹野川観察会

地蔵橋駅前町内会環境委員会

徳島市市民環境部環境保全課

ガールスカウト徳島第9団

ガールスカウト徳島第7団

ＮＰＯ法人仁淀川お宝探偵団

リュウキュウアユを蘇生させる会

21年参加(結果提出)団体（合計65団体）個人参加1名を含む

10年以上の参加団体（今年度参加をした上記以外の団体）274団体（内個人16名）

皆勤賞皆勤賞皆勤賞

北海道

北海道

北海道

北海道

北海道

北海道

北海道

北海道

北海道

北海道

北海道

北海道

青森県

青森県

青森県

宮城県

秋田県

秋田県

山形県

福島県

福島県

福島県

福島県

茨城県

茨城県

茨城県

茨城県

茨城県

茨城県

茨城県

栃木県

群馬県

群馬県

群馬県

群馬県

群馬県

東京都

埼玉県

東京都

埼玉県

埼玉県

埼玉県

東京都

埼玉県

東京都

埼玉県

埼玉県

埼玉県

東京都

埼玉県

東京都

埼玉県

埼玉県

埼玉県

埼玉県

埼玉県

埼玉県

埼玉県

埼玉県

埼玉県

埼玉県

埼玉県

埼玉県

埼玉県

埼玉県

埼玉県

埼玉県

埼玉県

埼玉県

埼玉県

埼玉県

埼玉県

千葉県

千葉県

千葉県

千葉県

千葉県

東京都

東京都

東京都

東京都

東京都

東京都

東京都

東京都

東京都

東京都

東京都

東京都

東京都

東京都

東京都

東京都

東京都

東京都

東京都

神奈川県

神奈川県

神奈川県

神奈川県

神奈川県

神奈川県

神奈川県

神奈川県

神奈川県

神奈川県

神奈川県

神奈川県

神奈川県

神奈川県

神奈川県

新潟県

新潟県

新潟県

新潟県

新潟県

新潟県

新潟県

新潟県

新潟県

新潟県

富山県

富山県

石川県

山梨県

山梨県

山梨県

山梨県

山梨県

山梨県

山梨県

山梨県

山梨県

山梨県

山梨県

山梨県

山梨県

山梨県

山梨県

山梨県

山梨県

山梨県

山梨県

山梨県

長野県

長野県

長野県

長野県

長野県

長野県

長野県

長野県

岐阜県

静岡県

愛知県

愛知県

愛知県

愛知県

愛知県

愛知県

愛知県

滋賀県

滋賀県

滋賀県

滋賀県

滋賀県

滋賀県

滋賀県

滋賀県

滋賀県

滋賀県

滋賀県

滋賀県

滋賀県

滋賀県

滋賀県

滋賀県

滋賀県

滋賀県

滋賀県

滋賀県

滋賀県

滋賀県

滋賀県

滋賀県

滋賀県

滋賀県

滋賀県

滋賀県

滋賀県

滋賀県

滋賀県

滋賀県

京都府

京都府

大阪府

大阪府

大阪府

大阪府

大阪府

大阪府

大阪府

大阪府

兵庫県

兵庫県

兵庫県

兵庫県

兵庫県

兵庫県

兵庫県

兵庫県
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兵庫県

奈良県

奈良県

奈良県

奈良県

和歌山県

岡山県

岡山県

岡山県

岡山県

広島県

広島県

広島県

広島県

山口県

徳島県

徳島県

徳島県

香川県

香川県

愛媛県

高知県

高知県

高知県

高知県

福岡県

福岡県

福岡県

福岡県

福岡県

福岡県

福岡県

福岡県

福岡県

福岡県

佐賀県

長崎県

熊本県

大分県

大分県

宮崎県

鹿児島県

沖縄県

沖縄県

沖縄県

帯広稲田冒険遊びの会

留萌川を楽しむ会

こどもエコクラブくしろ　JEC

幾春別川をよくする市民の会

利根別川をきれいにする市民の会

十勝川のシシャモを守る会

北海道函館水産高等学校

パナソニック建設エンジニアリング労働組合

株式会社 積水化成品北海道 SKG

株式会社 積水化成品北海道 釧路工場 SKG

十勝川中流部市民協働会議

北海道パナソニック・ファミリー会

HEP21エコクラブ　JEC

NPO法人水辺の楽校まべち

奥入瀬川クリーン対策協議会

（公財）みやぎ・環境とくらし・ネットワーク（MELON）水部会

あきた緑の少年団

能代市こども環境探偵団

NPO法人パートナーシップオフィス

夢ほたる・こおり

西郷くらしの会

阿賀川・川の達人の会

夏井川流域の会

みどりの会

龍ヶ崎市民環境会議　水・大気環境部会

茨城県山岳連盟自然保護委員会

株式会社積水化成品関東 SKG

㈱積水化成品関東　下館製造グループ SKG

茨城県霞ヶ浦環境科学センター　パートナー(研修グループ)有志

株式会社 積水化成品ウレタン SKG

パナソニック松愛会栃木支部

城沼を考える市民会議

ＮＰＯ法人新田環境みらいの会

㈱積水化成品群馬 SKG

粕川町環境改善グループ

前橋育英高校　科学部

北川かっぱの会

白子川流域の水環境をよくする会

東久留米ほとけどじょうを守る会

所沢北高校化学部

不老川流域川づくり市民の会

生活クラブ生協狭山支部

NPO法人　空堀川に清流を取り戻す会

柳瀬川をきれいにする会

空堀川を考える会

黒目川に親しむ会

あさか環境市民会議

NPO法人　和光・緑と湧き水の会

川クラブ

鴻巣の環境を考える会

霞川くらしの楽校

川の博物館ボランティアの会

もりんど

さいたま市リバーキーパーズ

高麗川ふるさとの会

生活クラブ生協日高支部

かわごえ環境ネット

育てる会

市ノ川エコクラブ

荒川の自然を守る会

鶴ヶ島の自然を守る会

熊谷の環境を考える連絡協議会

生活クラブ生協寄居支部

東洋大学

与野・水と緑の会

小畦の会

NPO法人さやま環境市民ネットワーク

白岡町観光協会水辺の里親会

市野川水系in滑川町

ふきあげ環境フォーラム

比企の川づくり協議会

桂川を愛する会

カヌークラブかわせみ

ぬく森エコクラブ　JEC

二重川に親しむ会

㈱積水化成品東部　佐倉工場 SKG 

湘南積水工業株式会社 SKG

多摩市水辺の楽校

日野市環境共生部　緑と清流課

浅川潤徳水辺の楽校

八王子市西部地区環境市民会議

八王子東部地区環境市民会議

NPO法人環境活動センター八王子

公益社団法人　全国上下水道コンサルタント協会

府中かんきょう市民の会

福生水辺の楽校運営協議会

あおばく・川を楽しむ会

神田川ネットワーク

北区水辺の会

美しい多摩川フォーラム

法政大学水文地理学研究室

地域活動団体　境川緑のルネッサンス

パックテスト共の会

日野市民環境大学ＯＢ会・上野

日野市民環境大学ＯＢ会・坂井

日野市民環境大学ＯＢ会・原田

桂川・相模川流域協議会

さむかわエコネット

帝京科学大学

鶴見川・水質チーム

CCたかつ

国土交通省　関東地方整備局　京浜河川事務所

まいおか水と緑の会

神奈川県山岳連盟自然保護委員会

NPO法人　多摩川エコミュージアム

水辺愛護会　帷子川はふるさとの川の会

若葉台連合自治会　生活環境部

辻堂ゴミゼロクラブ

笹下川再生プロジェクト

金目川水系流域ネットワーク

大井まちづくりコミュニテイ研究会

NPO法人ねっとわーく福島潟

NPO法人関川水辺クラブ

新潟市民大学講座

新潟県西蒲原土地改良区

越後新川まちおこしの会

西川を創る会

エコクラブ　サンダーバード

ガッテンプロジェクト

にいがた里山研究会

日本ｼｲｴﾑｹｲ株式会社　蒲原工場

みずはく地域学芸員

常願寺川の清流と桜を愛する会

「美川自然人クラブ」

若月ファミリー

まちづくり時習塾

富士川ファンクラブ・市川大門地区

富士川ファンクラブ・南部地区

富士川ファンクラブ・身延地区

みずねっと・おもがわ

松田(悟)グループ

みずすまし

富士川ファンクラブ・増穂地区

小松ファミリー

八ヶ岳野鳥クラブ

計画課チーム（甲府河川国道事務所）

富士川ファンクラブ・中富地区

富士川ファンクラブ・三珠地区

山田ファミリー

豊富 蛍の里づくりの会

イデッチ

国土交通省甲府河川国道事務所　富士川下流出張所

大月小松ファミリー

生活クラブ生活協同組合（山梨）

下諏訪町諏訪湖浄化推進連絡協議会

千曲川水生昆虫研究会

飯水自然調査研究委員会

軽井沢水楽会

湯川　水の会

エコラボ クラブ

長野市水環境研究サークル

グリーンヒル友の会

NPO法人長良川環境ﾚﾝｼﾞｬｰ協会

磐田市竜洋テニススポーツ少年団

尾張西部生態系ネットワーク　T・海部野川

NPO法人　環境研究所豊明

あしよくらぶ

天白・川辺の楽校

鯱城・堀川と生活を考える会

豊川リバーウォーク委員会

株式会社積水化成品中部　春日井工場 SKG

NPO法人 蒲生野考現倶楽部

NPO法人瀬田川リバプレ隊

野洲川に親しむ会

湖南流域環境保全協議会

草津塾

栗東市役所

NPO法人環境を考える会

滋賀県南部環境事務所

NPO法人琵琶湖ネット草津

琵琶湖の水と地域の環境を守る会

鹿深の里　甲賀流域環境保全協議会

野洲川を愛する会

甲南高校　バイオとかがく系列 with 杣川と親しむ会

滋賀県企業庁水口浄水場

東近江環境保全ネットワーク

八幡堀を守る会

環境フォーラム湖東

彦根市環境保全指導員連絡会議

パナソニック㈱くらしアプライアンス社ランドリー・クリーナー事業部八日市総務・環境課

人と自然を守る会

大津市

膳所南部の川を美しくする会

天神川を美しくする会

長等の川を美しくする会

三田川をきれいにする会

千丈川を守る会

藤ノ木川を美しくする会

多羅川を愛する会

盛越川上流を美しくする会

相模川を美しくする会

長浜市びわ水環境 

 ㈱積水化成品滋賀 SKG

木津川市こどもエコクラブ JEC

西京極こどもエコクラブ

アクアフレンズ

ガールスカウト大阪府第21団

おおさかパルコープ　区らし創造委員会

CFKお魚の会

ＮＰＯ法人大阪府環境協会

清水一東町会 

アイラブ城北川実行委員会

パナソニックエコリレージャパン（事務局）

日本武道玉谷道場スポーツ少年団　JEC

丹波佐治川自然の会

水環境ネット出石

 北はりま田園空間博物館

六方めだか公園

武庫川づくりと流域連携を進める会

ユニトピアささやま

白陵中学校・高等学校　生物部

パナソニックエナジー労働組合加西支部

株式会社積水化成品関西　加西工場　SKG 

株式会社　積水化成品関西　神戸工場 SKG

日本陸水学会近畿支部会

特定非営利活動法人「関西環境とインフラを考える会」

株式会社 積水化成品天理 SKG

株式会社積水化成品関西　名阪小倉工場SKG

日高川町水道協会

児島湖流域エコウェブ

さとしょうエコクラブ　JEC

積水化成品天理　岡山製造部 SKG

岡山市京山地区ＥＳＤ・ＳＤＧｓ推進協議会

芦田川環境マネジメントセンター

株式会社　積水化成品西部 三原工場　SKG

株式会社積水化成品山口　北広島工場 SKG

パナソニック松愛会　西中国支部  H.O

㈱積水化成品西部防府工場　SKG

水土里ネット　芳崎

脇ライオンズクラブ

株式会社積水化成品西部鳴門工場　SKG

土器川生物研究会

カワセミ

ＰＨＣ労働組合　本部

公益財団法人四万十川財団

NPO法人YASU海の駅クラブ

横倉山自然の森博物館友の会「フォレストクラブ」

田の口の環境を考える会

水の会

NPO法人遠賀川流域住民の会

田川ふるさと川づくり交流会

遠賀川いかだフェスタ実行委員会

響みどりの会

笹尾川水辺の楽校

龍王・山・里・川の会

矢部川をつなぐ会

株式会社　積水化成品九州　豊前工場 SKG

パナソニック松愛会九州支部　H.N

NPO法人技術交流フォーラム

リルーグリーンクラブ2

株式会社　積水化成品西部　熊本工場SKG

「ななせ交流会」

積水化成品大分SKG

NPO法人大淀川流域ネットワーク

おおすみ自然環境フォーラム

石垣島エコツーリズム協会

アンパルの自然を守る会

アヤミハビル館　よなかまクラブ

実 行 委 員

役　　割

実行委員長

実行委員

実行委員

実行委員

実行委員

実行委員

実行委員

実行委員

実行委員

実行委員

実行委員

実行委員

実行委員

実行委員

実行委員

実行委員

氏　　名

風間ふたば

野村　直也

金子　　博

和田　哲男

渡邉　　勇

小倉　　明

小寺　浩二

諏訪　祥子

今村　和志

沼田　　清

古川　道夫

井阪　尚司

竹原　和夫

生野　宜宏

鈴木　祥広

小野　朋典

　　　　　　

団　　体　　名

Yamanashiみずネット

NPO法人十勝多自然ネット

NPO法人パートナーシップオフィス

一般社団法人霞ケ浦市民協会

NPO法人荒川流域ネットワーク

新河岸川水系水環境連絡会

NPO法人地域環境科学研究会

浅川流域市民フォーラム

NPO法人荒川クリーンエイド・フォーラム

信州水環境マップ・ネットワーク

認定NPO法人びわこ豊穣の郷

NPO法人蒲生野考現倶楽部

旭川流域ネットワーク

NPO法人仁淀川お宝探偵団

NPO法人大淀川流域ネットワーク

リュウキュウアユを蘇生させる会

都道府県

山梨県

北海道

山形県

茨城県

埼玉県

埼玉県

東京都

東京都

東京都

長野県

滋賀県

滋賀県

岡山県

高知県

宮崎県

沖縄県

　　T　E　L 　　　　　　　E - m a i l

055-220-8193　 kagerou@ymizunet.org

0155-22-7511 nomura_n@arc-corporation.co.jp

0234-26-2381　 npo-po@nifty.com

029-821-0552　 kcajimukyoku@dream.com

0428-31-7978 nabe0133@t-net.ne.jp

090-3570-7715 99mamagari@googlegroups.com

090-7253-7380 Kodera6106@gmail.com

042-621-1779　 hamukurosachiko@gmail.com

03-3654-7240　 renraku@cleanaid.jp

0267-32-8608 ecolabo@rondo.ocn.ne.jp

077-583-8686　 houjyounosato@lake-biwa.net

090-2012-2386 isaka178@icloud.com

090-1181-1090 okakawa2@yahoo.co.jp

090-1172-6994 shono@niyodoriver.com 

0985-78-2655　 info@oyodo-river.org

090-1341-1847　 ryukyuayuono@gmail.com

顧　問小倉　紀雄 みずとみどり研究会 東京都 042-327-3169 mizutomidoriken@ybb.ne.jp

氏　　名

菅谷　輝美

高橋　克彦

本間　君枝

森本　洋一

佐山　公一

小堀　洋美

咸　　泳植

新屋　孝文

阿河　一穂

木村ほのか

嶋崎　明寛

紺野　晶裕

新津　雅美

吉野　英夫

山本　嘉昭

岡内俊太郎

南雲千寿奈

上田　　実

樋口　柚里

オブザーバー

事 務 局

※委員は、2024年10月15日現在

「パナソニック エコリレー ジャパン」は、

日本国内のパナソニックグループの会社、労働組合、退職者会が

「One Panasonic」として三位一体で運営する組織です。持続可能な

社会への貢献を目指して、地域社会と共に「森林」「緑地」「水」を

中心とした生物多様性保全、里山保全につながる活動、自然教育活動

などに取り組んでいます。

特に「水を守る」活動として、「身近な水環境の全国一斉調査」を

はじめ、「河川・海岸清掃」や「ヨシ刈り」「外来種水生植物駆除」

など、関係団体と連携し、積極的に行なっています。

パナソニック エコリレー ジャパン 　事務局  Email : ecorelay.j@kk.jp.panasonic.com  

URL : https://holdings.panasonic/jp/corporate/sustainability/citizenship/ecorelayjapan.html　

20身近な水環境の全国一斉調査 2024／全国水環境マップ実行委員会名簿

全国水環境マップ全国水環境マップ

実行委員会名簿実行委員会名簿

全国水環境マップ全国水環境マップ

実行委員会名簿実行委員会名簿Ⅵ
この全国水環境一斉調査を実施するにあたり、全国各地の方々からなる「全国水環境マップ実行委員会」を

2004 年に設置しました。



狼川（滋賀）

琵琶湖（滋賀）

協賛いただいた企業、団体につきまして広告を結果概要パンフレットに掲載させていただきます。

当結果概要パンフレットは身近な水環境の全国一斉調査に参加した皆さまや関連団体などに毎年配布しています。

詳しくは、全国水環境マップ実行委員会事務局までご連絡下さい。

第22回　身近な水環境の全国一斉調査　参加申し込み用紙
参加申し込み用紙はホームページ（https://www.japan-mizumap.org/）からもダウンロードできます。

電　話

住　所：〒　　　　　-

ＦＡＸ
　　　　　　−　　　　　　　　−　　　　　　−　　　　　　　　−

E-mail

■ 参加グループ名

変更前のグループ名

参加グループ名（個人参加の場合は参加者氏名、ただし個人情報保護の関係で個人名の公表は致しません）

■ 参加グループの連絡責任者 （個人参加の場合はご記入の必要はありません）

（グループの場合は連絡責任者の連絡先、個人の場合はご自宅など）住所、電話、FAX、E-mail（特にE-mailアドレスははっきりとお書

　き下さい・携帯電話のE-mailは不可）

■ 調査予定地点名  河川名など　例）○○県　○○川、××用水路、△△池。

■ これまでに全国一斉調査に参加したことはありますか

□ 過去の参加あり □ 初めて

水質調査キットの事前準備のため、必ずお書きください。■ 調査予定地点数

地　点

■ 河川以外の水路・水辺等で調査を実施しますか

□ は　い  □ いいえ

河川以外の水路・水辺（農業用水路、ため池等）で行う調査地点がある場合には、原則として水路・水辺等の管理者や所有者の許可を得ることが必要

となります。「はい」とお答えの方は別添「河川以外の調査了解調査票」にご記入の上、事務局に申し込み用紙と一緒にご提出ください。（専用HP上

の詳細マニュアルの注意事項を参照してください。）

以前の全国一斉調査に参加された方でグループ名の変更がある場合には昨年の登録名もお書き下さい。団体名が異なると経年データとして結果が反映

されません。

■ 連絡先

FAX：042-327-3169  E-mail：mizutomidoriken@ybb.ne.jp

全国一斉調査　お申し込み先

(水質調査キットの事前準備のため、必ずお書きください)

■参加申し込みの確認は3月17日以降ホームページ(https://www.japan-mizumap.org/)でできます。

2025年3月10日（月）までに必ずＥ−ｍａｉｌまたはＦＡＸでお知らせ下さい。

□6月8日に実施する □6月8日に実施できない【その場合の予定　　　　月　　　日】

※調査の風景などの写真送付にご協力ください。お送りいただいた写真はパンフレットやホームページに使用させていただきます。

■ 調査予定日　ただし、結果の返送締め切り日（6月末日）より前に実施してください。

協賛企業等を募集しています協賛企業等を募集しています協賛企業等を募集しています協賛企業等を募集しています
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次回調査の予定

2025 年 6 月 8 日 ( 日 ) を統一調査日として、第 22 回の全国一斉調査の実施を予定し

ています。

後日、今回ご参加いただいたみなさんに実施のご案内をお送りしますのでよろしくお願い

いたします。

風間　ふたば　全国水環境マップ実行委員会　実行委員長

日頃、親しんでいる身近な水環境は簡単な方法で調べることができます。

　「身近な水環境の全国一斉調査」は市民グループと河川管理者などが連携し、毎年 6 月 5 日の「環境の日（世界環境デー）」に近

い日曜日に実施しています。本調査は、統一した調査マニュアルと簡単なキット (無償で配布 )を用い、全国で一斉に行います。

　調査結果をわかりやすいマップとして表現することで、身近な水環境の様子が良くわかります。この調査を通して水環境に関す

る市民の理解と関心が、いっそう高まることも期待されます。

　詳細な調査結果は、本調査専用ホームページ （URL https://www.japan-mizumap.org/） や国土交通省水管理・国土保全

局のホームページ （https://www.mlit.go.jp/river/toukei_chousa/kankyo/kankyou/research/index.html） で公表さ

れています。

実 施 日

測 定 項 目

測 定 方 法

参加申込と

締 め 切 り

2025 年 6 月 8 日 （日）　

気温、水温、ＣＯＤ、その他

調査マニュアル、調査キットに基づき測定（※ 1）

専用ホームページダウンロードまたは P.22 の申し込み用紙に必要事項をご記入の上、下記の連絡事務局（みずとみ

どり研究会）に、2025年 3月 10日 （月） までにご送付下さい。

なお、ご記入いただいた個人情報は今回の調査に関する連絡以外に、ご本人の許可なく使用いたしません。

参加申込された団体はホームページで公表させていただきます。

○全国水環境マップ実行委員会　事務局

　みずとみどり研究会気付 （申込 ・問合せ）

 〒 185-0021　東京都国分寺市南町 2-1-28　飯塚ビル 202

 TEL/FAX:042-327-3169　E-mail:mizutomidoriken@ybb.ne.jp

問合せ先

事務局からのお願い

申込後、 お手元に水質調査キット類が届きましたら、 必ず内容をご確認ください。

※ 1　調査キットは、 参加申込者に 2025 年 5 月頃に配布予定です。

第 22 回「身近な水環境の全国一斉調査」参加のお誘い

狼川（滋賀）

琵琶湖（滋賀）

協賛いただいた企業、団体につきまして広告を結果概要パンフレットに掲載させていただきます。

当結果概要パンフレットは身近な水環境の全国一斉調査に参加した皆さまや関連団体などに毎年配布しています。

詳しくは、全国水環境マップ実行委員会事務局までご連絡下さい。

第22回　身近な水環境の全国一斉調査　参加申し込み用紙
参加申し込み用紙はホームページ（https://www.japan-mizumap.org/）からもダウンロードできます。

電　話

住　所：〒　　　　　-

ＦＡＸ
　　　　　　−　　　　　　　　−　　　　　　−　　　　　　　　−

E-mail

■ 参加グループ名

変更前のグループ名

参加グループ名（個人参加の場合は参加者氏名、ただし個人情報保護の関係で個人名の公表は致しません）

■ 参加グループの連絡責任者 （個人参加の場合はご記入の必要はありません）

（グループの場合は連絡責任者の連絡先、個人の場合はご自宅など）住所、電話、FAX、E-mail（特にE-mailアドレスははっきりとお書

　き下さい・携帯電話のE-mailは不可）

■ 調査予定地点名  河川名など　例）○○県　○○川、××用水路、△△池。

■ これまでに全国一斉調査に参加したことはありますか

□ 過去の参加あり □ 初めて

水質調査キットの事前準備のため、必ずお書きください。■ 調査予定地点数

地　点

■ 河川以外の水路・水辺等で調査を実施しますか

□ は　い  □ いいえ

河川以外の水路・水辺（農業用水路、ため池等）で行う調査地点がある場合には、原則として水路・水辺等の管理者や所有者の許可を得ることが必要

となります。「はい」とお答えの方は別添「河川以外の調査了解調査票」にご記入の上、事務局に申し込み用紙と一緒にご提出ください。（専用HP上

の詳細マニュアルの注意事項を参照してください。）

以前の全国一斉調査に参加された方でグループ名の変更がある場合には昨年の登録名もお書き下さい。団体名が異なると経年データとして結果が反映

されません。

■ 連絡先

FAX：042-327-3169  E-mail：mizutomidoriken@ybb.ne.jp

全国一斉調査　お申し込み先

(水質調査キットの事前準備のため、必ずお書きください)

■参加申し込みの確認は3月17日以降ホームページ(https://www.japan-mizumap.org/)でできます。

2025年3月10日（月）までに必ずＥ−ｍａｉｌまたはＦＡＸでお知らせ下さい。

□6月8日に実施する □6月8日に実施できない【その場合の予定　　　　月　　　日】

※調査の風景などの写真送付にご協力ください。お送りいただいた写真はパンフレットやホームページに使用させていただきます。

■ 調査予定日　ただし、結果の返送締め切り日（6月末日）より前に実施してください。

協賛企業等を募集しています協賛企業等を募集しています協賛企業等を募集しています協賛企業等を募集しています

検索検索身近な水
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